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(57)【要約】
【課題】食品を収納する容器本体の蓋体を開けると同時
に箸もあらわすことができる。
【解決手段】食品を収納する上部を開口した容器本体４
と、上部開口１を着脱自在に覆う蓋体５と、該蓋体５の
天面８に設けられる箸10の載置面11と、該載置面11を箸
の収納空間15を介して覆うカバー16と、該カバー16に基
端21を接続すると共に先端23が容器本体４に設けた係止
受け部26に着脱可能に緊張状態で係止するバンド20とを
備える。蓋体５を固定するためのバンド20と、箸ケース
の蓋であるカバー16が同一部品で構成されているため、
蓋体５を開けようとして蓋体５を固定するための部材を
外すのと同時に箸ケースのカバー16も取り外すことがで
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　食品を収納する上部を開口した容器本体と、前記上部開口を着脱自在に覆う蓋体と、該
蓋体の表側に設けられる箸、スプーン類の載置面と、該載置面を前記箸、スプーン類の収
納空間を介して覆うカバーと、該カバーに基端側を接続すると共に先端側を前記容器本体
に接続する接続部材とを備えることを特徴とする食品用容器。
【請求項２】
　食品を収納する上部を開口した容器本体と、前記上部開口を着脱自在に覆う蓋体と、該
蓋体の天面に設けられる箸の載置面と、該載置面を箸の収納空間を介して覆うカバーと、
該カバーに基端側を接続すると共に先端側が前記容器本体に設けた係止受け部に着脱可能
に緊張状態で係止する接続部材とを備えることを特徴とする食品用容器。
【請求項３】
　上下に積み重ね可能なそれぞれ食品を収納する上段容器及び下段容器と、前記上段容器
の上部を着脱自在に覆う蓋体と、該蓋体の表側に設けられる箸、スプーン類の載置面と、
該載置面を前記箸、スプーン類の収納空間を介して覆うカバーと、該カバーに基端側を接
続すると共に先端側を前記下段容器本体に設けた係止受け部に着脱可能に接続する接続部
材とを備え、さらに前記下段容器は前記上段容器に収納可能に設けられると共に、前記上
段容器に選択的に前記接続部材の前記先端側が着脱可能に接続する別の係止受け部をさら
に設けることを特徴とする食品用容器。
【請求項４】
　前記係止受け部は外側に突設する凸部によって形成され、前記接続部材は弾性体によっ
て形成され、前記凸部に前記先端側を緊張状態で係止することを特徴とする請求項２又は
３記載の食品用容器。
【請求項５】
　前記載置収納空間の高さは、前記収納された箸の高さとほぼ同じであることを特徴とす
る請求項２～４のいずれか１項に記載の食品用容器。
【請求項６】
　並んだ一対の前記箸の左右両側に臨んだ当接部を前記箸の収納空間に設けたことを特徴
とする請求項２～５のいずれか１項に記載の食品用容器。
【請求項７】
　前記蓋の前記上部開口の縁に接する部分にシール材を設けたことを特徴とする請求項１
～６のいずれか１項に記載の食品用容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、弁当箱、ランチジャーなどの食品用容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　弁当箱は、食品を収納する上部開口を有する容器本体と、前記上部開口に着脱自在に設
けられる蓋体の他に、これらを一体に携帯するためのゴムバンドを備えているもの、或い
はゴムバンドの代わりに蓋体の縁にフラップの基端を回動自在に設けると共に、このフラ
ップの先端を容器本体の外側側面に緊張状態で係止させて容器本体と蓋体を一体化したも
のなどが知られている（例えば特許文献１）。
【０００３】
　また、弁当箱と一緒に携帯される箸を収納する箸ケースにあっては、箱型の箸ケース本
体に、別体の箸蓋をスライドによって開閉したり、或いは箸ケース本体の蓋天面にヒンジ
部を介して箸蓋が固定されていた。
【特許文献１】特許第３６４５５１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　従来技術では、蓋体を容器本体に固定するための部材と、箸ケース又は箸ケースの蓋が
それぞれ独立した別部品であり、箸ケース部分に箸を収納して箸蓋を閉める動作と、容器
本体側における蓋体の着脱動作をそれぞれ別に行なう必要があったので、食事前後におけ
る容器と箸ケースの取り扱いが煩雑であった。
【０００５】
　また、箸ケースに箸を収納して携帯する際に、箸ががたついてガタツキ音が発生すると
いう問題もあった。
【０００６】
　解決しようとする問題点は、食品を容器に収納すると共に例えば箸を箸ケースに収納し
た状態であっても、容器本体の蓋体を開けると同時に箸もあらわすことができ、一方容器
本体の蓋体を閉めると同時に箸を収納することができるようにする点である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１の発明は、食品を収納する上部を開口した容器本体と、前記上部開口を着脱自
在に覆う蓋体と、該蓋体の表側に設けられる箸、スプーン類の載置面と、該載置面を箸、
スプーン類の収納空間を介して覆うカバーと、該カバーに基端側を接続すると共に先端側
を前記容器本体に接続する接続部材とを備えることを特徴とする食品用容器である。
【０００８】
　請求項２の発明は、食品を収納する上部を開口した容器本体と、前記上部開口を着脱自
在に覆う蓋体と、該蓋体の天面に設けられる箸の載置面と、該載置面を箸の収納空間を介
して覆うカバーと、該カバーに基端側を接続すると共に先端側が前記容器本体に設けた係
止受け部に着脱可能に緊張状態で係止する接続部材とを備えることを特徴とする食品用容
器である。
【０００９】
　請求項３の発明は、上下に積み重ね可能なそれぞれ食品を収納する上段容器及び下段容
器と、前記上段容器の上部を着脱自在に覆う蓋体と、該蓋体の表側に設けられる箸、スプ
ーン類の載置面と、該載置面を前記箸、スプーン類の収納空間を介して覆うカバーと、該
カバーに基端側を接続すると共に先端側を前記下段容器本体に設けた係止受け部に着脱可
能に接続する接続部材とを備え、さらに前記下段容器は前記上段容器に収納可能に設けら
れると共に、前記上段容器に選択的に前記接続部材の前記先端側が着脱可能に接続する別
の係止受け部をさらに設けることを特徴とする食品用容器ある。
【００１０】
　請求項４の発明は、前記係止受け部は外側に突設する凸部によって形成され、前記接続
部材は弾性体によって形成され、前記凸部に前記先端側を緊張状態で係止することを特徴
とする請求項２又は３記載の食品用容器である。
【００１１】
　請求項５の発明は、前記載置収納空間の高さは、前記収納された箸の高さとほぼ同じで
あることを特徴とする請求項２～４のいずれか１項に記載の食品用容器である。
【００１２】
　請求項６の発明は、並んだ一対の前記箸の左右両側に臨んだ当接部を前記箸の収納空間
に設けたことを特徴とする請求項２～５のいずれか１項に記載の食品用容器である。
【００１３】
　請求項７の発明は、前記蓋の前記上部開口の縁に接する部分にシール材を設けたことを
特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の食品用容器である。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１の発明によれば、蓋体を固定するための接続部材と、箸やスプーン類のケース
の蓋であるカバーが同一部品で構成されているため、接続部材によって容器本体、蓋体さ
らに箸やスプーン類の収納も一体に行うことができる。
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【００１５】
　請求項２の発明によれば、蓋体を固定するための接続部材と、箸ケースの蓋であるカバ
ーが同一部品で構成されているため、蓋体と同時に箸ケースのカバーも取り外すことがで
きる。
【００１６】
　請求項３の発明によれば、蓋体を固定するための接続部材と、箸ケースの蓋であるカバ
ーが同一部品で構成されているため、蓋体と同時に箸ケースのカバーも取り外すことがで
き、さらに食品を収容した状態では上段容器及び下段容器を重ねた状態で接続部材の先端
側を係止受け部に係止させ、食品を収納しない状態では上段容器に下段容器を収納した状
態で接続部材の先端側を他の止受け部に係止させることができる。
【００１７】
　請求項４の発明によれば、凸部に接続部材の先端側を緊張状態で係止することで、緩み
がなくバンドで蓋体、カバーを容器本体に確実に取付できる。
【００１８】
　請求項５の発明によれば、箸の収納空間において箸の上下方向を規制することができる
。
【００１９】
　請求項６の発明によれば、箸の収納空間において箸の左右方向を規制することができる
。
【００２０】
　請求項７の発明によれば、容器本体に収納した食品の漏れを防ぐことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明における好適な実施の形態について、添付図面を参照して説明する。尚、以下に
説明する実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発明の内容を限定するものではな
い。また、以下に説明される構成の全てが、本発明の必須要件であるとは限らない。
【実施例１】
【００２２】
　図１～８は一実施例を示しており、この実施例は携帯用の弁当箱の場合を示している。
弁当箱は、食品（図示せず）を収納する上部開口１を有すると共に底面２の四方に第一の
側面３を立設した平面が略矩形の箱形をなす硬質の合成樹脂製の容器本体４と、上部開口
１を着脱自在に覆う硬質の合成樹脂製の蓋体５とを備える。蓋体５は平面が略矩形であっ
て、外縁６が下向きとなって上部開口１の外側に密着するようになっていると共に、外縁
６の下端の内側に上部開口１の縁に当接する弾性材料からなるシール材７が平面環状とな
って装着している。
【００２３】
　前記蓋体５は天面８の四方に斜め下向きの第二の側面９が設けられており、そして天面
８の表側に、一膳の箸10を載置する載置面11を水平又はほぼ水平に設ける。この載置面11
は、一膳の箸10を横置きにして安定性良く載置できる面によって形成されたものであり、
実施例では載置面11は天面８の表側を長手方向に沿ってやや凹ませた窪み部12によって形
成していると共に、この窪み部12に長手方向に沿った当接部である第一の突部13を設けて
いる。この突起13は接触して横並びした一膳の箸10の左右両側を挟むように左右一対に設
けられたものであり、このため左右一対の第一の突部13の間隔Ａは、並んでいる一膳の箸
10の横幅と同じである。尚、横幅は長手方向と直交する方向である。そして、第一の突部
13の全長は、箸10の全長の中央に沿って設けられている。これにより、一膳の箸10は、左
右一対の第一の突部13に挟まれて載置されることとなる。第一の突部13の高さは箸10の高
さよりも低く形成されている。また、実施例では一膳の箸10の左右両側を挟む当接部であ
る第一の突部13を蓋体５に設けたが、後述するカバー16の裏面に設けて、いずれも箸の収
納空間15に設けられている。
【００２４】
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　前記載置面11に載置された箸10を収納した箸の収納空間15の上方を覆うカバー16は硬質
の合成樹脂製の板状であって、箸の収納空間15の上方を覆う上部板部17の左右（その左右
方向の幅は一膳の箸10の幅より大きく、蓋体５の幅より小さい）及び前後（その長手方向
の長さは蓋体５の長手方向の長さと同じか或いは小さい）に下向きの側面板部18がそれぞ
れ設けられている。上部板部17の幅は第一の突部13の間隔より幅大であり、側面板部18の
下端面が窪み部12に当接して、カバー16は箸の収納空間15を架設するように配置している
。さらに、上部板部17における裏面に下向きの第三の突部19を設ける。この第三の突部19
は箸10の上面に当接するように上部板部17の中央において厚みを変えないで窪ませて形成
しており、これにより第三の突部19の位置における箸の収納空間15の載置面11を基準とし
た高さＢは、箸10の高さとほぼ同じになる。
【００２５】
　そして、カバー16の長手方向の両側に、該カバー16と閉蓋状態の容器本体４を接続する
接続部材たるバンド20を設ける。このバンド20はゴム、エラストマーなどの平板状弾性材
料によって形成されるものであり、その基端21はカバー16の長手方向の両端にそれぞれ接
続している。この接続はカバー16の両端に、水平軸22を介してバンド20の基端21を回動自
在に接続したものである。そして、実施例では水平軸22はカバー16の両端においてその長
手方向と直交する方向に突設した突起により形成されており、この水平軸がバンド20の基
端に設けた孔22Ａに回動自在に連結している。そして、バンド20の先端23側は該先端23を
下向きとしたときに、その先端23は容器本体４の第一の側面３のほぼ下端に達している。
そして、基端21と先端23の間に外側へＵ字状や波型に突出するような折返した屈曲部24を
形成しており、この屈曲部24は第二の側面９に当接するようになっている。さらに、バン
ド20の基端18と先端23との間であってその先端23側、実施例では先端23と屈曲部24との間
に係止部25を、内外を貫通する孔によって形成すると共に、この係止部25は前後側の第一
の側面３に外側に突設した係止受け部26に着脱自在に係止されて接続するようになってい
る。この係止受け部26は垂れ下がった状態の先端23よりも上方位置にあって、第一の側面
３より前後方向外側にそれぞれ向けた突部によって形成されている。実施例では係止受け
部26は先端を下向きとしたＬ字形状に形成されており、この係止受け部26と側面３Ａの間
に係止部25が掛け止めされるようになっている。
【００２６】
　次に前記構成について、その作用を説明する。食品（図示せず）を収納するときは、容
器本体４に食品を収納する。次に上部開口１に蓋体５を被せる。この際、シール材７と上
部開口１の縁が当接して密着する。次に載置面11に一膳の箸10を置く。この際箸10は第一
の突部13にその左右両側が係止される。そして、載置面11の上方に箸10を収納した箸の収
納空間15を覆うようにしてカバー16を配置する。この後、一方のバンド20の係止部25を、
該係止部25が対向する一方の係止受け部26に係止する。この操作は、孔を突部に嵌めるこ
とでなされる。次に他方のバンド20の係止部25を、該係止部25が対向する他方の係止受け
部に係止する。この係止操作の際、他方のバンド20は先端23方向に引っ張られた状態で係
止される。この結果他方のバンド20のみならず一方のバンド20も多少伸びて縮まろうとす
る緊張力が前後方向に働き、カバー16を蓋体５を介して容器本体４に下方向に押圧するこ
とで、これらを一体的に固定状態とすることができる。
【００２７】
　食するときは、一方のバンド20をやや引っ張って係止部25を一方の係止受け部26を取り
外し、その後他方の係止部25を他方の係止受け部26より外して、カバー16を取り去る。こ
れにより、前述の下方向の押圧は解除される。次に箸10を取り上げ、蓋体５を上部開口１
より取り去り、上部開口１をあらわして、食品を食するものである。尚、係止部25と係止
受け部26との係止状態は嵌合状態でも同じである。
【００２８】
　以上のように、前記実施例では、食品を収納する上部を開口した容器本体４と、上部開
口１を着脱自在に覆う蓋体５と、該蓋体５の天面８に設けられる箸10の載置面11と、該載
置面11を箸の収納空間15を介して覆うカバー16と、該カバー16に基端21を接続すると共に



(6) JP 2009-255967 A 2009.11.5

10

20

30

40

50

先端23が容器本体４に設けた係止受け部26に着脱可能に緊張状態で係止するバンド20とを
備えることにより、蓋体５を固定するためのバンド20と、箸ケースの蓋であるカバー16が
同一部品で構成されているため、蓋体５を開けようとして蓋体５を固定するための部材を
外すのと同時に箸ケースのカバー16も取り外すことができる。さらに、蓋体５を閉めて固
定するためのバンド20で蓋体５を固定する際にも、同時に箸ケースのカバー16もセットす
ることができる。しかも、蓋体５に箸ケースを取り付けることで、蓋体５の剛性を増すこ
ともできる。
【００２９】
　また、前記係止受け部26は外側に突設する凸部によって形成され、前記バンド20は弾性
体によって形成され、凸部まで先端23を伸ばして縮まろうとする緊張状態で係止すること
により、バンド20が緩むことなく容器本体４に接続されることで、バンド20が外れるよう
なことはなく、容器本体４に蓋体５さらにはカバー16を確実に一体化して携帯することが
できる。
【００３０】
　さらに、前記箸の収納空間15の高さＢは、収納された箸10の収納状態の高さとじであり
、また、並んだ一対の箸10の左右両側に臨んだ当接部である第一の突部13を箸の収納空間
15に設けたことで、収納された箸10の上下方向、左右方向が規制されることで携帯時にお
ける箸10のがたつきやそれによる音の発生を押えることができる。
【００３１】
　しかも、前記蓋体５の上部開口１の縁に接する部分にシール材７を設けたことで、容器
本体４に収納した内容物である食品の漏れを防ぐことができる。
【実施例２】
【００３２】
　以下に、他の実施例について説明する。尚、それぞれの実施例と同一部分には同一符号
を付し、その詳細な説明を省略する。図９～１１は実施例２を示しており、この実施例は
、食料をそれぞれ収納し蓋体５，５Ａをそれぞれ備えた食品を収納する容器本体４、４Ａ
を上下２段重ねとしたものであり、図９～１０のように２段重ねの状態では、上段の容器
本体４の蓋体５に箸10が収納され、そしてカバー16のバンド20が蓋体５、上段の容器本体
４を介して下段の容器本体４Ａの側面３Ａに設けた係止受け部26に係止されるようになっ
ている。
【００３３】
　一方、容器本体４、４Ａが空になった状態では容器本体４と蓋体５によって囲まれた内
側に容器本体４Ａと蓋体５Ａを収納できるようになっている。このため、容器本体４の縦
横高さに比較して容器本体４Ａの縦横高さは小さくなっている。そして容器本体４の底面
２にある係止受け部26Ａを表側に下向きに突設したものであり、バンド20の先端23が底面
２まで延長して係止部25が係止できるようになっている。実施例では係止受け部26Ａは先
端が底面の中央に向くようなＬ字形状に形成されており、係止受け部26と同様な係止が選
択的になされるようになっている。尚、図中27は底面２の四方に設けた支持突起である。
【００３４】
　このように、係止受け部26，26Ａをそれぞれ設けることで、上段容器４及び下段容器４
Ａの二段重ねの場合、下段容器４Ａを上段容器４に収納した場合に応じて、１種類の係止
部25を有するバンド20を２種類の係止受け部26，26Ａにそれぞれ接続して対応することが
できる。
【００３５】
　以上のように、前記実施例では上下に積み重ね可能なそれぞれ食品を収納する上段容器
４及び下段容器４Ａと、前記上段容器４の上部を着脱自在に覆う蓋体５と、該蓋体５の表
側に設けられる箸10の載置面11と、該載置面11を前記箸10の収納空間15を介して覆うカバ
ー16と、該カバー16に基端21を接続すると共に先端23を下段容器本体４Ａの側面３Ａに設
けた係止受け部26に着脱可能に緊張状態で接続する接続部材であるバンド20とを備え、さ
らに前記下段容器４Ａは上段容器４に収納可能に設けられると共に、上段容器４に選択的
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に接続部材20の先端23が着脱可能に緊張状態で接続する別の係止受け部26Ａをさらに上段
容器４の底面２Ａに設けることにより、食品を収容した状態では上段容器４及び下段容器
４Ａを重ねた状態でバンド20の先端23側を係止受け部26Ａに係止させ、食品を収納した状
態では上下二段とすると共に蓋体５、カバー16を設け、食品を収納しない上段容器４に下
段容器４Ａを収納すると共に蓋体５、カバー16を設け、そしてバンド20の先端23の係止部
25を、係止受け部26、他の係止受け部26と選択的に係止させることができるようにするこ
とで、同じバンド20によって二つの状態を箸10を収納して固定することができる。
【００３６】
　しかも、別の係止受け部26Ａをさらに上段容器４の底面２に設けたことにより、バンド
20を底面２Ａに回りこませて先端23の係止部25を緊張状態で接続することができる。
【実施例３】
【００３７】
　図１３は実施例３を示しており、この実施例はカバー16の両端に上下方向に回動自在な
接続部材としてのフラップ28を枢結し、フラップ28の内側に設けた係止部29と容器本体４
の側面３に設けた係止受け部30とにより相互に着脱自在に嵌着される係止接続嵌着手段を
構成して成るものである。尚、フラップは例えば特許第３６４５５１５号公報に明らかな
ように弁当箱などの容器の上部に被冠される蓋板体の両側に回動自在に設けて、蓋体を容
器に選択的に固定するものなどに広く使用されている。
【００３８】
　したがって、カバー16の両端に、基端21を接続すると共に先端23が容器本体４に設けた
係止受け部30に着脱可能に縮まろうとする緊張状態で係止部29が係止する接続部材である
フラップ28によって、箸を載置した蓋体４、箸を覆うカバー16を容器本体４に一体的に固
定することができる。
【実施例４】
【００３９】
　図１４は実施例４を示しており、載置面11にスプーン10Ａを載置して収納空間15Ａに収
納したものであり、前記実施例と同様な作用効果を奏する。
【実施例５】
【００４０】
　図１５及び図１６は実施例５を示しており、実施例５において、上下に積み重ね可能な
それぞれ食品を収納する上段容器４及び下段容器４Ａのうちの上段容器４の側面３に、該
上段容器４を保持するための補助用係止受け部31を設けると共に、バンド20の基端21と係
止部25との間に補助用係止部32を設ける。補助用係止受け部31、補助用係止部32は必要に
応じて設けられるものであり、二段重ね状態のときに実施例では補助用係止受け部31は先
端を下向きとしたＬ字形状に形成されており、この補助用係止受け部31と側面３の間に貫
通孔状の補助用係止部32が掛け止めされるようになっている。
【００４１】
　このように、補助用係止受け部31、補助用係止部32が設けられたことにより、二段重ね
状態にある上段容器４をバンド20によって直接的に固定することができる。
【実施例６】
【００４２】
　図１７は実施例６を示しており、実施例６においては、カバー16の接続部材たるバンド
20をカバー1の長手方向ではなく、前記長手方向の中央に該長手方向に直効する方向に前
後一対に設けたものであり、これにより、係止部25が選択的に係止する係止受け部26や係
止受け部26Ａが前後方向の側面３Ａや底面２に設けられるものであると共に、同様に補助
用係止受け部31、補助用係止部32が設けられるものである。尚、後側については図示して
いない。
【００４３】
　このようにカバー1の幅方向にバンド16の基端21側を回動自在に設けるようにしても、
蓋体５を固定するためのバンド20と、箸ケースの蓋であるカバー16が同一部品で構成され
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ているため、蓋体５を開けようとして蓋体５を固定するための部材を外すのと同時に箸ケ
ースのカバー16も取り外すことなどができる。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　以上のように本発明に係る食品用容器は、箸、スプーンの場合を示したがフォーク、ナ
イフ類でもよいなど各種の用途に適用できる。また、実施例２や実施例５では、二段重ね
としたが３段以上としてもよく、また下段の容器を上段の容器に収納したが上段の容器を
下段の容器に収納することも変形かのうである。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の実施例１を示す正面の縦断面図である。
【図２】同正面の分解状態の縦断面図である。
【図３】同側面の縦断面図である。
【図４】同側面の分解状態の縦断面図ある。
【図５】同平面図である。
【図６】同正面図である。
【図７】同底面図である。
【図８】同側面図である。
【図９】本発明の実施例２を示す２段重ねの一部を拡大断面とした側面図である。
【図１０】同２段重ねの側面図である。
【図１１】同１段の側面図である。
【図１２】同１段の側面図である。
【図１３】本発明の実施例３を示す側面図である。
【図１４】本発明の実施例４を示す平面図である。
【図１５】本発明の実施例５を示す２段重ねの一部を拡大断面とした側面図である。
【図１６】同２段重ねの側面図である。
【図１７】本発明の実施例６を示す正面図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　上部開口
　２　底面
　４　４Ａ　容器本体
　５　蓋体
　７　シール材
　８　天面
　10　箸
　10Ａ　スプーン
　13　第一の突部（当接部）
　11　載置面
　15　収納空間
　16　カバー
　20　バンド（接続部材）
　21　基端
　23　先端
　25　係止部
　26　係止受け部
　28　フラップ（接続部材）
　Ｂ　高さ
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